
【解説】
　わが国初のノーベル賞受賞者となった湯川秀樹博士が、５０歳を超
えて、これまで自分があるいてきた道を振り返った、２７歳までの回
顧録。苦楽園在住時代がとりわけ懐かしく記されている。物理学者と
してもっとも重要な研究をしていた時期であった。
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【解説】
　運命的な事件ゆえに、愛しながらも離婚した二人が、紅葉に染まる
蔵王で、十年の歳月を隔て再会。そして、女は男に宛てて一通の手紙
を書き綴る―。往復書簡が、それぞれの孤独を生きてきた男女の過去
を埋め、織りなす、愛と再生のロマン。香櫨園駅近くのテニスコート
や喫茶店が登場する。

【登場人物】
　勝沼亜紀 … 有馬と離婚、１０年後、蔵王で再会する。
　勝沼清高 … 亜紀の息子
　有馬靖明 … １０年前に別れた夫。
　瀬尾由加子 … １０年前有馬と無理心中をし、死亡。
　令子 … 有馬に尽くす女性。
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【解説】
　「1人の男性への 3人の女性（不倫相手・男性の妻・不倫相手の娘（母
親とは違って不倫関係は無い））からの手紙」を通して、4人の男女の、
4者 4様の複雑な心理模様を描き切った、恋愛心理小説。芦屋や夙川
が舞台。

【登場人物】
　三杉穣介 … 実業家
　三杉みどり … 三杉穣介の妻
　彩子 … みどりの従姉妹。三杉穣介の不倫相手
　薔子（しょうこ） … 彩子の娘。 
　門田礼一郎 … 医師。彩子の離婚した夫で、薔子の父。 
　女 … 門田が過去に関係していた女。 
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【解説】
　太平洋戦争下、教会を破門になった神父と、彼を見つめる日本人青年の話。罪を犯し
ながらも偽りの告解を続ける青年、神の前に罪の重さに苦悩する神父。二人の心の変化
を描く。仁川が舞台。遠藤周作氏が洗礼を受けた夙川カトリック教会も登場する。

【登場人物】
　千葉 … 医学部の学生
　糸子 … 千葉と不倫　
　佐伯 … 糸子の婚約者
　デュラン … 破門神父
　キミコ … ディランの妻
　ブロウ神父
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【解説】
　香櫨園の海辺の家が、ヒロインの住む家に設定されている。夫に不満のある若い妻・
園子は、技芸学校で出会った光子と禁断の関係に落ちる。しかし奔放で妖艶な光子は、
一方で異性の愛人・綿貫との逢瀬を続ける。光子への狂おしいまでの情欲と独占欲に
苦しむ園子は、死を思いつめるが―。おたがいを虜にしあった二人の女が織りなす、
淫靡で濃密な愛憎と悲劇的な結末を、生々しい関西弁（阪神言葉）の告白体で綴る。

【登場人物】
　勝柿内園子 … 夫がいながら徳光光子と交際している。
　柿内孝太郎 … 園子の夫。妻が光子と交際しているのを苦々しく思っている。
　徳光光子 … 園子と性的な関係を持っていながら、男性とも戯れる女性。
　綿貫栄次郎 … 光子と婚約していたが、彼女の同性愛の噂によって断念した。


